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水防災業務支援システムの概要
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水防災業務支援システムとは
概要・目的

従来より、各機関における出水等の災害対応時は、主に以下の手法で状況把握・対応・判断

一方、以下のような「不便さ」があると推察

• 気象情報（気象庁）・県や国の河川水位情報・監視カメラ、浸水センサー等
各種webサイトを通じた実測・現地状況

• 水害リスクライン（自治体版）での水位予測情報
• 洪水予報・水位周知・水防警報情報での基準水位への到達（到達予測）状況
• ホットライン（電話）も参考にした避難情報発令判断

• 自市町に関わる監視先が一元化されておらず、閲覧が手間
（例：川の防災情報…観測所ごとにタブを切り替える必要）

• 洪水予報や川の防災情報では、観測所ごとの水位状況を一目で把握しにくい
（警戒レベルはわかるが、「予測」による情報なのか「実測」による情報なのか）

• ホットライン等の「電話」では、事務所が「今」見ている情報をイメージしにくい
（一斉に伝達できないのでタイムラグが発生する可能性もある）

風水害体制時の情報収集・伝達時の懸念
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水防災業務支援システムとは
概要・目的
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水防災業務支援システムとは
概要・目的

実測・予測水位
（グラフ）を
一つの画面で閲覧できる

現在・１時間後・
３時間後の水位が
一目でわかる

【表示例】
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実測・予測水位（値）を
一画面で閲覧できる



想定活用イメージ
【初動時～直轄区間での避難判断水位到達予測】

■「マルチ画面」にて、地域全体（中小河川含む）の出水状況の監視（洪水キキクル）
と、直轄観測所の水位予測（水位グラフ）で、水位上昇状況を監視

洪水キキクル（左）と
水位観測所（実測・予測）（右４つ）
の両方を１画面で監視可能
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想定活用イメージ
【直轄区間での避難判断水位到達予測～】

■web会議でのホットライン時には、事務所と同じ画面をみながら情報伝達
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システム機能一覧
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気象・水位・CCTV等を１つの画面で閲覧可能
「お気に入り」によく見る画面設定・サイズ変更
を登録可能

マルチ画面



システム機能一覧
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流域俯瞰図 雨量・水位・ダム情報を全域俯瞰して閲覧可能



システム機能一覧
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水位一覧 基準観測所水位・ダム放流量を一覧で監視可能
水位は、基準水位に到達したら着色される

水色ラインより下は、
水害リスクラインの
予測水位を表示



システム機能一覧
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動く管内図
地図上に、危険箇所や観測所場所を表示（観測情報も
閲覧可能）
リスク情報は、
見たい場所のメッシュ情報（浸水深ランク）を表示

見たい位置で右クリック
により表示

リスク情報の表示



システム機能一覧
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危険箇所
ランキング

水害リスクライン（距離標毎情報）から、現在水位・
予測を表示し、より危険な箇所をランキング表示
（水位をクリックすると、危険箇所ごとの情報にリンク）

見たい水系で
フィルタリングも可能



システム機能一覧
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ホットライン
水系ごとに、避難情報の目安となるレベルの観測所や、
関連する情報を閲覧可能 （ホットライン時に事務所と
同じ画面で状況を共有することを想定）



システム機能一覧
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水位グラフ 水位グラフの一覧表示と、観測所ごとの拡大表示
（位置図は、表示する観測所に連動）



システム機能一覧
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CCTV CCTVの一覧表示と、CCTVごとの拡大表示
（位置図は、表示するCCTVに連動）
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